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	＊学習指導要領の趣旨に従いつつも、時系列的な構成となっており、生徒が歴史の流れを理解しやすい。また関連する叙述には参照ページが付されているので、時代や地域を通観しやすい。

＊学習時の手がかりとして、各テーマの導入にテーマ全体にわたる「問い」を配置して、各テーマの学習の目的が明確になっている。また、テーマの途中や図版にも適宜、「Ｑ（問い）」を配置し、対話的な活動が行えるように留意されている。

＊高校生にとって理解しにくいと思われる語句（概念用語や公民関係用語を含む）や、より詳細な解説が必要であると考えられる箇所には、注が付されている。

＊「近代化への問い」「国際秩序の変化や大衆化への問い」「グローバル化への問い」「近代化と現代的な諸課題」「国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題」「現代的な諸課題の形成と展望」では、生徒自身が主体的に学習に取り組めるような資料が厳選されている。

＊「日本史探究」「世界史探究」の学習も見据え、基本的な知識が十分に得られる内容になっている。取り上げられている内容のバランスもよい。


